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高齢者看護学実習における学生の複数患者受け持ち
方式の検討（報告）




















からの学び】、 2. 【実習時の戸惑い】、 3. 【実習後の展望】、 4. 【実習での活用なし】の4カテゴリーとなり、これ
らのカテゴリーには、 1から6の中カテゴリーが認められた。また、臨地実習指導者のラベルは、 1. 【学生の意識の












































































































大カテゴリーを【 】、中カテゴリーは《 )で示し、( )
内にはラベル数を示す。
ラベルを分類・整理した結果、 1. 【高齢者看護学実
習(以下、実習と略す)からの学び】 (35枚)、 2. 【実












































































































































具体 的な看護援助 の学び 自分の受け持ち患者についてだけでなく、より多くのパターンをカンファレンスの話だけでなく、具
(10 体的に考え、学ぶことができた
受け持ちの患者とは違う視点で関われたり、保清ケアもいつもより多く実習できた
援助や工夫が必要な患者様とそうでない患者を受け持つことで、たくさんのケアに参加したり、実施
できてたくさんのことを学べた
清潔ケアや技術介入が少ない患者と多い患者様がペアになっていたので、2倍の学びが得られた
様々な技術も体験できるし、無駄にナースステーションにいる時間が少なくなった
学生間の情報の共有 (6) ペアだけでなくグループでもよく情報交換できた
他のペアを見ていると、患者それぞれの違いを共有できて学びが多かった
協力もできた
1人でケア等に入るよりも2人でペアになって行うほうが気づきも多く、また患者に対するアセスメン
トなどの意見交換ができた
実習の効果的調整 (4) ケアの時も2人で行ったので心強かった
複数の受け持ちでも忙しいと感じることは少なかったので負担にもならなかった
食事介助に時間のかかる患者は、ペアで休憩時間をずらせ ば全体的にケアに参加できた
患者の優先度を考えてケアに当たれた
実習により患者の個別性 を
学ぶ (2)
多くの患者を持たせてもらうことで、個別性について考えることができた
状態も環境も違う方を複数受け持たせてもらったことで、担当とは違うケアを見れたり、同じリハビリ
やケアでも個別性があることを学べたりと短期間の実習の中でいろんなことが見れた
指導者の声かけで実際が学 指導者さんがいろいろなケア見学に声をかけてくださったので、ケアの実際について学ぶことがで
べた(1) きた
実習時の戸惑い(8) ペア患者への関わりの戸惑 自分の受け持ちに関わる時間は減るし、他の患者の状態をあまり把握できないままケアに入るのは
い(4) 少し不安があった
受け持ちにはなっていない患者(ペアの患者)とどこまで関わるのか、少しわかりづらかった
ペアの人の受け持ちの方にどのくらい関わってもよいのか、自分の立ち位置に戸惑った
他者の介入をあまり好まない患者に対して、普段あまり関わっていないのにケアの時だけ関わって
いくというのが難しく感じた
自分の受け持ち患者で精一 ケアの多い同士がペアになると自分の担当の患者だけで精いっぱいになってしまい、ペアの担当
杯(2) の患者のところに行けなかった
一人で複数受け持つのではないので、優鬼 樹立を決めても、ケアの時間が決定でないので、ケア
の時間が重なると自分の患者を優先して、見学は結局なくなることが多かった
自立度の差が違いすぎる患
者との関わりの戸惑い(1)
あまりにも自立度に違いがありすぎて関わりが薄かった
担当ナースの違いによる戸
惑い (1)
担当ナースが違うと行動がしにくい時もあった
実習後の展望(4) 他領域臨地実習との関連(3) 他の実習ではないことなので、新鮮な感じがした
少ない期間で多くのケアをすることもでき、今までの実習は患者の情報収集ばかりに時間をとられ
てしまい、ケアにあまり入ることができなかった
他の実習でもペアで行動できたらいいのにと思った
ペア以外の患者とも関わりた
vM.蝣
ペアの方法もいいと思うが、他のメンバーの患者とももう少し関わってみたかった
実習で の活用 なし
(1)
複数受け持ち実習はできな
vM.蝣
あまり活用できなかった
( )は、ラベルの枚数を表す。
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